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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による景気対策や日本銀行の金融政策を背景に個人消

費や雇用情勢に一定の改善が見られる一方、新興国および資源国経済の減速に加え円高の進行により、景気は足踏

み状態が続きました。

トラック市場におきましては、国内の需要は堅調に推移しましたが、海外は資源国を中心に需要が減少しました。

また、建設機械市場におきましては、国内では排ガス規制需要が一巡したことにより需要は減少し、海外でも需要

は総じて低調に推移しましたが、中国では公共事業による景気下支えにより需要は増加しました。

このような情勢下、当第２四半期連結累計期間の売上高は66,347百万円と前年同期に比べ2,860百万円(△4.1％)

の減収、営業利益は2,242百万円と前年同期に比べ909百万円(68.2％)の増益、経常利益は2,240百万円と前年同期に

比べ1,487百万円(197.7％)の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては1,416百万円と前年同期に比

べ367百万円(35.1％)の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ4,743百万円減少し、108,752百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金が1,213百万円、有形固定資産が1,852百万円、投資有価証券が705百万円それぞれ

減少したこと等によるものであります。

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べ3,246百万円減少し、46,663百万円となりました。これは主に決済方法を変更し

たことにより電子記録債務が3,951百万円増加し、支払手形及び買掛金が3,655百万円減少したことに加え、借入金

が3,316百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,496百万円減少し、62,089百万円となりました。これは主に利益剰余金が

1,032百万円増加した一方で、為替換算調整勘定が1,882百万円、非支配株主持分が364百万円それぞれ減少したこと

等によるものであります。

（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ

1,213百万円減少し、9,664百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果獲得した資金は、7,180百万円（前年同期比81.3％増）とな

りました。

主な内訳は、税金等調整前四半期純利益2,084百万円、減価償却費4,071百万円、法人税等の還付額536百万円で

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、4,181百万円（前年同期比106.3％増）と

なりました。

主な内訳は、有形及び無形固定資産の取得による支出が4,274百万円であったこと等によります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は、3,815百万円（前年同期は2,777百万円の

収入）となりました。

主な内訳は、長期借入金の返済による支出が2,673百万円、配当金の支払額（非支配株主への配当金の支払額を

含む）が408百万円であったこと等によります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成28年11月４日に公表しました連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法を採っております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以

後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,908 9,694

受取手形及び売掛金 19,366 19,596

たな卸資産 7,777 7,288

その他 3,088 2,710

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 41,138 39,288

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,785 15,157

機械装置及び運搬具（純額） 27,810 25,959

土地 15,830 15,719

建設仮勘定 2,415 2,290

その他（純額） 2,258 2,121

有形固定資産合計 63,100 61,248

無形固定資産 929 791

投資その他の資産

その他 8,880 7,977

貸倒引当金 △553 △552

投資その他の資産合計 8,326 7,425

固定資産合計 72,357 69,464

資産合計 113,495 108,752

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,162 12,506

電子記録債務 1,569 5,521

短期借入金 5,941 4,426

未払法人税等 167 666

賞与引当金 1,908 1,936

その他 7,660 7,021

流動負債合計 33,409 32,078

固定負債

長期借入金 8,946 7,145

再評価に係る繰延税金負債 869 869

環境対策引当金 227 237

退職給付に係る負債 3,928 3,926

その他 2,527 2,406

固定負債合計 16,500 14,584

負債合計 49,909 46,663
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 22,538 22,538

利益剰余金 29,814 30,847

自己株式 △129 △429

株主資本合計 57,723 58,456

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66 41

土地再評価差額金 1,684 1,685

為替換算調整勘定 △655 △2,538

退職給付に係る調整累計額 △414 △371

その他の包括利益累計額合計 681 △1,183

非支配株主持分 5,180 4,816

純資産合計 63,586 62,089

負債純資産合計 113,495 108,752

決算短信（宝印刷） 2016年11月09日 12時53分 5ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



IJTテクノロジーホールディングス株式会社(7315) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

6

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 69,208 66,347

売上原価 63,393 59,884

売上総利益 5,814 6,462

販売費及び一般管理費

運搬費 919 837

給料及び手当 1,589 1,421

賞与引当金繰入額 282 264

退職給付費用 55 63

その他 1,632 1,632

販売費及び一般管理費合計 4,480 4,219

営業利益 1,333 2,242

営業外収益

受取利息 24 16

受取配当金 72 63

スクラップ売却益 106 73

関税還付金 72 7

持分法による投資利益 ― 134

その他 82 72

営業外収益合計 358 368

営業外費用

支払利息 152 84

為替差損 537 161

シンジケートローン手数料 37 31

持分法による投資損失 171 ―

その他 41 91

営業外費用合計 939 370

経常利益 752 2,240

特別利益

固定資産売却益 43 0

持分変動利益 758 ―

特別利益合計 801 0

特別損失

固定資産除売却損 88 146

減損損失 100 ―

その他 16 9

特別損失合計 205 156

税金等調整前四半期純利益 1,348 2,084

法人税等 611 528

四半期純利益 737 1,556

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△311 139

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,048 1,416
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 737 1,556

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △74 △24

為替換算調整勘定 △1,195 △1,659

退職給付に係る調整額 9 42

持分法適用会社に対する持分相当額 △183 △711

その他の包括利益合計 △1,444 △2,353

四半期包括利益 △707 △796

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 122 △448

非支配株主に係る四半期包括利益 △830 △348
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,348 2,084

減価償却費 4,395 4,071

のれん償却額 47 47

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △1

受取利息及び受取配当金 △97 △80

支払利息 152 84

持分法による投資損益（△は益） 171 △134

固定資産除売却損益（△は益） 45 146

減損損失 100 ―

持分変動損益（△は益） △757 ―

売上債権の増減額（△は増加） 282 △516

たな卸資産の増減額（△は増加） 12 253

仕入債務の増減額（△は減少） △1,118 469

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △49 81

その他の流動資産の増減額（△は増加） 510 △196

その他の流動負債の増減額（△は減少） 517 132

その他 △345 93

小計 5,217 6,535

利息及び配当金の受取額 244 195

利息の支払額 △150 △87

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,350 536

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,960 7,180

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,176 △4,274

有形固定資産の売却による収入 191 0

投資有価証券の取得による支出 ― △3

短期貸付金の純増減額（△は増加） 3,899 △0

投資その他の資産の増減額（△は増加） 65 107

その他 △5 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,026 △4,181

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,979 △362

長期借入金の返済による支出 △3,923 △2,673

自己株式の取得による支出 △0 △300

非支配株主からの払込みによる収入 4,273 ―

配当金の支払額 △390 △390

非支配株主への配当金の支払額 △24 △18

リース債務の返済による支出 △137 △70

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,777 △3,815

現金及び現金同等物に係る換算差額 △298 △418

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,413 △1,234

現金及び現金同等物の期首残高 11,153 10,878

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同
等物の増加額

― 20

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△7,972 ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,594 9,664
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成28年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式958,600株の取得を行っております。この結

果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が299百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自

己株式が429百万円となっております。

（セグメント情報等）

当社グループは自動車用等関連部品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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